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【本文】 
 

はじめに 
 本書は、特許調査の初心者に向けて、生成 AI（ジェネレーティブ AI）を活用することで
特許情報へのアクセスや分析をより効率的かつ精度高く行うための実践的なガイドである。
特許調査は、研究開発やビジネス戦略において、極めて重要な情報源である。新しい技術を
開発する際、その技術が特許出願可能か、既存特許に抵触しないか、あるいは競合他社がど
のような特許戦略を展開しているかを知ることは極めて重要である。 
 しかし、特許調査は初心者にとってハードルが高い。特許文献は専門的な形式・表現で書
かれ、分量も膨大だ。また、多言語・多国間の特許文献を横断的に閲覧・解析する必要もあ
り、従来は熟練の調査者が時間と労力をかけて行ってきた。 
 近年、自然言語処理（NLP）技術や深層学習技術の急速な進化により、従来は困難だった
大規模テキスト分析が飛躍的に容易になった。さらに、2020 年代に入り、GPT などに代表
される大規模言語モデル（LLM）の発展は、テキスト生成・要約・翻訳・分類といった多様
な自然言語処理タスクを高精度で行えるようにし、「生成 AI」と呼ばれる新たなツール群の
出現をもたらした。 
 本書では、この生成 AI を特許調査にいかに活用できるかを解説する。初心者が特許調査
の基本を理解し、さらに生成 AI を活用することで、より効率よく、的確な調査が行えるよ
うになることを目指す。基本的なデータベースの使い方や特許文献特有の表記方法の解説
から始め、生成 AI を用いたキーワード抽出、クレーム解析、類似特許探索、要約、競合分
析、さらには多言語解析など、幅広い応用方法を具体的な手順を交えて示す。 
 本書を通じて、読者は「特許調査とは何か」という基礎的な問いへの回答から、実務で役
立つ「どのように生成 AI を使って特許分析を行うか」という実践的なテクニックまで、一
貫した学びを得ることができるであろう。専門知識がない状態からスタートしても、最終的
には自ら生成 AIツールを駆使して特許調査を行えるようになることを本書のゴールとする。 
 これから始まる新しい特許調査の世界へ、ようこそ。 
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序章：特許調査と生成 AI の出会い 
【序章概要】 
 本章では、特許調査がなぜ重要なのか、従来の特許調査が抱える課題は何か、そして生成
AI という新たなツールがどのようにこれらの課題を解決し得るのかを概観する。また、特
許調査における生成 AI の活用が、今後どのようなインパクトを生むかについての展望を示
す。 
（1）特許調査の重要性 
 特許は技術情報の宝庫であり、企業のビジネス戦略にも直結する知的資産である。特許調
査は、ある技術分野における既存技術の把握、競合企業の動向分析、将来の技術予測など、
多岐にわたる目的で行われる。研究者や発明者、特許担当者、企業の知財戦略部門にとって、
特許調査はなくてはならないプロセスだ。 
 例えば、新規なアイデアが本当に新規なのか、既存特許でカバーされていない領域はどこ
か、他社がどのような方向性で特許を出願しているかを知ることは、研究開発やビジネスモ
デル策定にとって極めて重要だ。 
（2）従来の特許調査が抱える課題 
 しかしながら、従来の特許調査には大きな課題があった。一つは、情報量の膨大さである。
世界中の特許庁が発行する特許公報は日々増え続け、その総数は膨大で、全てに目を通すこ
とは人手では不可能だ。 
 また、特許文献は専門用語や法律的表現、各国特有の書式や言語によって記述されており、
理解には専門的知識や長年の経験が必要とされてきた。加えて、特許分類記号（IPC、CPC）
や FI/Fタームなど複雑な分類体系を理解し、適切な検索クエリを組み立てる難しさもある。 
 こうした理由から、特許調査は時間がかかり、調査者のスキルによって精度も左右される
極めて属人的な業務だった。 
（3）生成 AI の登場と特許調査への応用 
 ここに登場したのが生成 AI である。BERT や GPT などの大規模言語モデルは、テキス
ト理解能力に飛躍的な進歩をもたらした。これらモデルは膨大なテキストコーパスから統
計的パターンを学び、文脈理解や自然言語での質問応答、要約、類似文書検索などを高精度
で実現する。 
 特許調査への応用として、生成 AI は以下のような可能性を開く。 
 - キーワード抽出・自動クエリ生成：従来、調査者が頭を悩ませていた検索クエリの組み
立てを、生成 AI が自動的かつ文脈に応じて行い、より包括的な検索を支援する。 
 - 要約とハイライト：長大な特許明細書を短時間で要約し、重要なクレームや技術的特徴
を抽出する。 
 - 類似文献探索：キーワードに頼らず、概念的な類似性に基づいて関連特許を提示し、新
規な関連アイデアを発見する手助けをする。 
 - 多言語対応：多言語の特許文献をクロスリンガルに解析し、言語の壁を超えて情報を統
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合する。 
（4）生成 AI がもたらす特許調査の新時代 
 生成 AI は、特許調査者の能力を拡張するツールとして位置づけることができる。調査者
はもはや、全ての文献を読み込む必要はない。生成 AI が事前に要約し、関連度が高い文献
を抽出することで、調査者はより戦略的な判断に集中できる。 
 このようなツールの活用は、特許調査の時間削減、精度向上、コスト削減、ナレッジ共有
の促進など、多くの恩恵をもたらす。 
 本書は、こうした特許調査の新時代へのガイドとなることを目的としている。続く章では、
特許調査や生成 AI の基本から、具体的な活用方法、ツール導入の実際、さらに今後の展望
までを、順を追って解説する。 
 さあ、次の章からは特許調査の基礎をしっかり押さえつつ、生成 AI の力を理解していこ
う。 
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第 1 章：特許調査の基礎理解 
【章概要】 
 本章では、特許とは何か、特許調査の基本的な流れ、調査の目的と種類、また特許公報の
構成要素など、特許調査に必要な基礎知識を整理する。 
(1) 特許とは何か 
 特許は、発明者に対し一定期間、その発明を独占的に実施する権利を与える制度である。
特許制度は、新規な技術を世に送り出した発明者を保護し、技術革新を促進することを目的
としている。 
 特許を取得するためには、各国特許庁に出願し、審査を経て「新規性」「進歩性」「産業上
の利用可能性」などの要件を満たす必要がある。特許が成立すると、その発明は公報として
世界に公開され、以後、その発明を独占的に活用できるようになる。 
(2) 特許調査の目的 
 特許調査は、主に以下のような目的で行われる： 
 - 新規性調査：自分が考えた発明が新規であるかどうか確認する。 
 - 侵害回避調査：自社が開発した製品や技術が他社の特許を侵害しないか確認する。 
- 無効資料調査：第三者の特許が無効となり得る先行技術文献を探す。 
- 技術動向調査：ある特定技術分野の全体像を把握し、R&D 戦略を練る。 
- 競合他社調査：競合企業がどの分野に注力しているか、どのような特許ポートフォリオを
有しているかを理解する。 
(3) 特許公報とは 
 特許公報は、特許出願や特許権付与の際に公開される公式文書である。そこには、発明の
詳細な説明、クレーム（権利範囲）、図面、出願人や発明者情報などが記載される。調査者
はこれらの公報を読み解くことで、既存技術を理解し、新たな知見を得る。 
 特許公報は各国特許庁や世界知的所有権機関（WIPO）などが公開しており、オンライン
データベースで検索・閲覧が可能である。 
(4) 特許調査の基本的流れ 
 特許調査は、以下のステップで進めることが多い。 
 1. 調査目的の明確化：何を知りたいのか、どのような領域を検索するのかを明確にする。 
 2. 検索戦略の構築：関連するキーワードや分類コードを洗い出し、最適な検索式を組む。 
 3. 検索・絞り込み：特許データベースで検索を行い、膨大なヒットから関係の深い文献
を選別する。 
 4. 分析・要約：選び出した文献を読み込んで要点を整理し、新規性や侵害可能性、技術
動向などを評価する。 
 5. 結果の報告：分析結果を社内外の関係者に伝えるためのレポートを作成する。 
(5) 初心者がつまずくポイント 
 特許調査初心者がよくつまずく点として、 
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 - 用語の難解さ 
 - 特許分類体系の複雑さ 
 - クレームの法的解釈の難しさ 
 - 大量の文献から要点を抽出する手間 
 などがある。 
 これらの課題は、経験を積むことで克服可能ではあるが、膨大な時間と労力がかかる。こ
こで生成 AI がサポートツールとして非常に役立つ。 
(6) 本章のまとめ 
 特許調査は、技術情報の源泉である特許文献を探索し、有用な知見を得る重要なプロセス
である。その一方で、その専門性や膨大な情報量が初心者を圧倒しがちである。本書ではこ
の後、生成 AI がこうした課題をいかに軽減し、特許調査プロセスを効率的かつ高度化する
かを具体的に示していく。 
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第 2 章：特許公報とデータベースの基礎 
【章概要】 
 本章では、特許公報の読み方、各種特許データベースの基本的な使い方、IPC や CPC な
どの分類体系、キーワード検索など、従来型の特許調査手法について解説する。これを踏ま
えて、後半で生成 AI を統合する際のベース知識とする。 
(1) 特許公報の読み解き方 
 特許公報は通常、以下のような要素を含む： 
 - 【書誌事項】：特許番号、出願番号、公開番号、出願日、公開日、発明者名、出願人名、
優先権情報など 
 - 【要約】：発明の概要が短くまとめられている。 
- 【背景技術】：出願に至る技術分野の背景説明。 
- 【課題・解決手段】：発明が解決しようとする課題と、そのための手段。 
- 【クレーム】：法的な権利範囲を示す文章。最も重要な部分であり、この範囲が特許権の
及ぶ範囲となる。 
- 【明細書本体】：発明の詳細な説明。 
- 【図面】：発明を理解するための図や模式図。 
 初心者は、まず要約とクレームに注目し、その発明の概要と権利範囲をつかむところから
始める。 
(2) 特許分類体系(IPC/CPC/FI/F ターム) 
 特許文献には国際特許分類(IPC)や欧州特許分類(CPC)、日本独自の FI/F タームなど、
技術分野に応じた分類が付与されている。これらの分類コードを用いることで、特定分野の
特許を効率的に探索することができる。 
 IPC は世界共通の分類で、A～H のセクションからなる階層構造を持つ。CPC はそれを
拡張した欧州特許庁と USPTO による詳細分類、日本の FI/F タームはより細かい技術キー
ワードで特許をタグ付けする。 
 初心者には複雑に感じられるが、これら分類コードを適切に使うことで、キーワード検索
では見落としがちな文献も拾える。 
(3) 特許データベースと検索方法 
 主要な特許データベースとしては、 
 - 特許庁公式 DB（J-PlatPat、USPTO データベース、Espacenet、WIPO PATENTSCOPE
など） 
 - 民間有料 DB（Derwent Innovation、Orbit、STN、LexisNexis など） 
 がある。 
 初心者はまず無料で利用できる公式DBから始めるとよい。これらのデータベースでは、
キーワード、出願人名、IPC コードなどで検索できる。 
 キーワード検索は分かりやすいが、特許文献特有の表現（同義語、専門用語、意図的な迂
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回表現）も多く、一筋縄ではいかない。ここで生成 AI が活躍できるようになる。 
(4) キーワード戦略の基本 
 従来の特許調査では、適切なキーワード選定が極めて重要である。 
 - 同義語、関連語を多数盛り込む 
 - 否定キーワードでノイズ除去 
 - 技術分野名、材料名、用途名など多面的な切り口で検索 
 が基本的な戦略だ。 
 しかし、初心者は、どのようなキーワードが網羅的かつ適切なのかを判断するのが難しい。
この問題も後述する生成 AI の自動キーワード抽出によって緩和できる。 
(5) データベース活用の注意点 
 特許データベースを使う際には、 
 - 検索範囲（国・期間・言語）の限定 
 - 更新頻度、収録対象の違い 
 - クレームや要約、全文など検索対象フィールドの指定 
 などを考慮しなければならない。これらは使い慣れるまで少々時間がかかる。 
(6) 本章のまとめ 
 本章では、従来からの特許調査の基本スキルを整理した。要約とクレーム重視の読解、
IPC 等の分類活用、複数データベースの使い分け、キーワード戦略などである。 
 これらは生成 AI を用いる前段階の知識として不可欠である。次章以降で、これら従来知
識を踏まえた上で、生成 AI がどのようにこれらのプロセスを支援・補完し、初学者でも効
果的な特許調査が可能になるのかを説明していく。 
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第 3 章：生成 AI とは何か 
【章概要】 
 本章では、生成 AI の基礎的な概念を説明する。大規模言語モデル（LLM）の仕組み、自
然言語処理の進歩、生成 AI によるテキスト生成・要約・分類といった機能について概説す
る。 
(1) 生成 AI の定義 
 生成 AI（Generative AI）とは、与えられた入力データから新たなデータ（テキスト、画
像、音声など）を生成する AI 技術の総称である。 
 特に自然言語処理の分野では、大規模言語モデル（Large Language Model：LLM）がテ
キスト生成タスクで画期的な性能を示し、さまざまな応用が可能になった。 
(2) 大規模言語モデル（LLM）とは 
 LLM は膨大なテキストコーパス（インターネット上の記事、書籍、論文、特許文献など）
から統計的パターンを学習し、与えられたプロンプト（入力テキスト）に応じて流暢で意味
の通った文章を生成するモデルだ。 
 これらモデルは、単語や文脈間の関連性、文法的構造、意味的類似性などを内部表現とし
て獲得している。GPT 系モデルをはじめとする LLM は、翻訳、要約、質問応答、文書分
類、キーワード抽出など、幅広いタスクで高精度な結果を生み出す。 
(3) 自然言語処理技術の進化 
 かつて自然言語処理は、手作業で作成されたルールや限定的な言語モデルによって行わ
れていた。しかし、深層学習とトランスフォーマーモデル（Transformer）の登場により、
文脈理解力が飛躍的に向上した。 
 この進化によって、人手で定義したルールに頼らず、モデルが自動的に言語パターンを学
習し、柔軟なテキスト処理が可能となった。 
(4) 生成 AI の主な機能 
 生成 AI は以下のような機能を提供する： 
 - テキスト生成：与えられたテーマやプロンプトに基づき、新たな文章を自動生成する。 
 - 要約：長い文書を要点を押さえて短くまとめる。 
 - 質問応答：特定の文書や知識に基づいて、ユーザーの質問に的確に答える。 
 - 分類・タグ付け：文書を特定のカテゴリに振り分ける、キーワードを抽出する。 
 - 言語間翻訳：異なる言語間でテキストを翻訳する。 
 これらの機能は、特許調査において極めて有用である。膨大な特許文献から関連部分を抽
出したり、難解なクレームを平易な言葉でまとめたり、類似技術を有する特許を網羅的に探
索したりする際に有効だ。 
(5) モデルの限界と留意点 
 生成 AI は万能ではなく、以下のような注意が必要だ： 
 - 事実性の担保：LLM は確率的に次の単語を予測するため、事実と異なる回答を生成す
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る場合がある（いわゆる「幻覚」）。 
 - バイアス：学習データに偏りがあれば、モデル出力にも偏りや不公平さが現れる。 
 - 法的解釈への限界：モデルは法的知見を持たず、クレーム範囲や侵害可能性といった法
的判断は専門家の検証が必要。 
(6) 本章のまとめ 
 本章では、生成 AI の基礎概念と機能について述べた。LLM を中心とする生成 AI 技術の
進歩は、自然言語処理タスクに革新をもたらし、特許調査の自動化・効率化にも大いに貢献
し得る。 
 次章以降では、具体的に特許調査のどのプロセスで生成 AI が役立つか、どのように活用
すればよいかを詳細に述べていく。 
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第 4 章：生成 AI を用いた特許文献解析の基礎 
【章概要】 
 本章では、特許文献という特殊なテキストに対して、生成 AI がどのようにアプローチす
るかを具体例を交えながら説明する。キーワード抽出、要約、クレーム解析など、特許解析
の基本タスクへの生成 AI 応用を紹介する。 
(1) 特許文献解析の特徴 
 特許文献は法律的言語と技術的言語が融合した複雑なドキュメントである。長文で専門
用語が多く、通常のニュース記事や一般的なテキストよりも難解である。 
 生成 AI を用いる際には、このような難解さを前提にモデルをチューニングしたり、適切
なプロンプト設計を行う必要がある。 
(2) 要約生成 
 生成 AI は特許文献を要約することで、調査者が膨大なドキュメントを短時間で把握する
のに役立つ。要約の際には、「発明の概要」や「問題点と解決手段」に焦点を当てるプロン
プトを与えることで、モデルが関係性の高い情報を抽出しやすくなる。 
(3) クレーム解析 
 クレームは特許権の範囲を定める核となる部分だが、法律的表現が多く、理解が難しい。 
 生成 AI を活用すると、クレーム文をより平易な言葉にパラフレーズしたり、クレーム同
士の関係（従属、独立）を整理したり、クレームからキーワードを抽出したりすることが可
能になる。 
(4) 技術的特徴の抽出 
 特許文献には技術的特徴が多数記載されているが、それらを一つ一つ拾い上げるのは大
変である。生成 AI は文脈を理解して、特許内で言及されている要素（材料、デバイス構造、
工程ステップなど）をリストアップするサポートを提供できる。 
(5) 類似特許検索の補助 
 生成 AI を用いた埋め込みベクトル生成やセマンティック検索を活用すれば、単純なキー
ワードマッチング以上に文書間の概念的な類似性を評価できる。これにより、類似技術を有
する特許を従来よりも精度高く抽出できる。 
(6) 多言語特許の解析支援 
 生成 AI は高度な翻訳機能を持つため、異なる言語で書かれた特許文献も容易に解析でき
る。たとえば、中国語やドイツ語で書かれた特許を英語あるいは日本語で要約させることで、
言語の壁を越えた調査が可能になる。 
(7) 本章のまとめ 
 本章では、生成 AI を活用した特許文献解析の基本手法として、要約、クレーム解析、特
徴抽出、類似特許探索、多言語対応などを示した。 
 次章以降では、さらに具体的なタスク（特許分類の活用、キーワード戦略の自動化など）
や、実務での使いどころに踏み込む。 
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第 5 章：特許分類とクレーム解析への生成 AI 活用 
【章概要】 
 本章では、特許分類体系（IPC/CPC/FI/F タームなど）とクレーム解析に、生成 AI をど
のように活用できるかを説明する。従来、分類コードの理解やクレーム範囲の解読には熟練
が必要だったが、生成 AI がそのハードルを下げる方法を示す。 
(1) 分類コードの自動推定 
 従来、特許分類コードは審査官や専門家が付与してきたが、生成 AI を用いればテキスト
に基づいて推定することが可能だ。 
 例えば、ある発明に関する要約テキストをモデルに与え、「この技術に最も関連する IPC
セクション・クラスは何か？」と問えば、モデルが関連性の高い分類コード候補を示してく
れる。 
 これにより、分類コードを起点とする検索のアプローチが容易になる。 
(2) クレーム解析の自動化支援 
 クレームは特許文献の中でも最も法的に重視される部分であるが、その読解は初心者に
は難しい。生成 AI を用いれば、 
 - クレーム間の依存関係を整理 
 - クレームで保護される技術要素の抽出 
 - クレーム文を分かりやすい要約に変換 
 といった作業が自動化・支援される。 
 これにより、発明の核心がどこにあるのか、技術的特徴や差異は何かを容易に把握できる。 
(3) クレーム対クレーム比較 
 類似特許間でクレームを比較し、その相違点や類似点を洗い出す作業は、特許侵害リスク
や無効可能性の検討に有益である。生成 AI は両者のクレーム文を比較し、共通項や差異点
を箇条書きで提示することが可能だ。 
 これにより、比較作業に費やす時間が大幅に削減できる。 
(4) 分類コードとキーワード検索の組み合わせ支援 
 特許分類コードを特定した上で、生成 AI に「この IPC クラスに関連する主要な技術キー
ワードは何か？」といった質問を投げかけることにより、キーワードの選定精度が向上する。 
 分類コードとキーワードの両輪で、より効率的な検索戦略を立てられる。 
(5) 実務への導入例 
 例えば、新規性調査を行う際、生成 AI に発明の技術概要を入力し、「この技術を包含しそ
うな IPC クラスと、検索に用いるべきキーワード候補を出して」と指示すると、すぐに候
補が得られる。その後、そのキーワードと IPC コードを用いてデータベース検索を行い、
ヒットした特許群を生成 AI で要約・比較・整理する流れが一般的になりつつある。 
(6) 本章のまとめ 
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 特許分類やクレーム解析といった従来は専門家の職人技に近い領域にも、生成 AI は積極
的に応用可能である。これにより、初心者でもある程度の質の高い調査結果を効率的に得る
ことができる。 
 次章では、キーワード検索への生成 AI の統合や、既存の調査手法とのハイブリッド活用
について更に踏み込む。 
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第 6 章：既存キーワード検索と生成 AI 活用の統合 
【章概要】 
 本章では、従来のキーワードベース検索手法と、生成 AI を活用した文脈的解析を組み合
わせる方法を解説する。トライアンドエラーの検索戦略を効率化し、漏れやノイズを減らす
ための実践的なヒントを示す。 
(1) 従来型キーワード検索の課題 
 キーワード検索はシンプルである一方、適切なキーワードを選定するのが難しく、 
 - 同義語や類似表現の見落とし 
 - 過剰なノイズヒット 
 - クレーム表現の間接性による見逃し 
 といった問題が生じがちだった。 
(2) 生成 AI によるキーワード拡張 
 生成 AI は特定の技術領域に関するキーワード候補を多数提示できる。たとえば、 
 - 「この技術分野で一般的な同義語や関連用語を教えて」 
 - 「‘レーザー溶接’という用語に関連する専門用語や略語は何があるか？」 
 といったプロンプトを与えることで、従来の発想にないワードが得られる。 
(3) フィルタリングとリランキングへの活用 
 膨大な検索結果が得られた場合、生成 AI はその結果群を要約し、関連度や技術的特徴の
観点から文献をリランキングできる。 
 ユーザーは上位数十件の結果を人手で確認する代わりに、生成 AI の要約により迅速に関
連性の有無を判断できる。 
(4) 動的検索戦略の構築 
 生成 AI は、検索結果を踏まえて検索式を改善するヒントも提供できる。「これらヒット
文献を踏まえると、どのような新たなキーワードや分類コードを追加すべきか？」と問いか
けることで、 iterative（反復的）な検索戦略が容易になる。 
(5) 具体的なワークフロー例 
 1. 初期キーワードで特許データベース検索 
 2. ヒット結果を生成 AI で要約・分析し、関連度の低いワード、同義語、関連 IPC を抽
出 
 3. 抽出した情報をもとに検索式を改良 
 4. 再検索して得た結果を再度生成 AI で分析 
 こうしたサイクルを回すことで、精度と網羅性を高めていく。 
(6) 本章のまとめ 
 生成 AI はキーワード選定や検索結果評価のプロセスを補佐し、従来は熟練した調査者に
依存していた判断をサポートする。これにより、初心者でも効果的な検索戦略を短時間で構
築できるようになる。 
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 次章では、より高度な応用として、類似特許検索や概念展開への応用を取り上げる。 
 

第 7 章：類似特許検索と生成 AI による概念展開 
【章概要】 
 本章では、単なるキーワードマッチングを超えた類似特許検索手法や、新規アイデアに対
する関連発明の探索、概念拡張を生成 AI で支援する方法を解説する。 
(1) 類似特許検索の必要性 
 新規性調査や無効調査では、単純なキーワード一致では見つからない「概念的に似た」特
許を発見することが重要である。 
 生成 AI は埋め込み表現を用いて文書間の意味的距離を計算し、概念的に近い特許を推薦
できる。 
(2) セマンティック検索の仕組み 
 セマンティック検索とは、単語レベルの一致ではなく、文書全体の意味的類似性を評価す
る検索手法である。生成 AI モデルは、テキストを高次元ベクトル空間にマッピングし、類
似性を計算する。 
 これにより、たとえば「レーザー光を用いる金属表面の微細加工」というアイデアに対し
て、「パルス光源を用いた精密切削装置」など、直接同じ単語を使っていなくても、類似分
野の特許がヒットする可能性が高まる。 
(3) 新規アイデアへの概念拡張 
 アイデアの初期段階では、まだ確固たるキーワードが定まっていないことが多い。生成 AI
は、入力された技術コンセプトから関連する材料、工程、用途を発散的に生成することで、
調査範囲を広げられる。 
 「この技術アイデアに関連する可能性のある他の応用分野は？」と聞けば、モデルは様々
な関連技術分野を提案するだろう。 
(4) 既存特許ポートフォリオの俯瞰 
 大企業や研究機関は、既に膨大な特許ポートフォリオを保有していることが多い。生成 AI
を用いて自社特許群の意味的クラスタリングを行うことで、自社技術資産のマッピングや
特許戦略の見直しを支援できる。 
(5) 発見的手法との融合 
 生成 AI による概念的探索と、既存キーワード・分類コード検索を組み合わせることで、
広範な分野を俯瞰しつつ、詳細な分野に深掘りするというハイブリッド戦略が可能になる。 
(6) 本章のまとめ 
 類似特許検索や概念展開は、特許調査の「網羅性」を高め、新規アイデアや潜在的競合分
野を洗い出す強力な手段となる。生成 AI は、この高度な探索をサポートし、初心者でも豊
かな発見を得やすくする。 
 次章では、競合他社調査と俯瞰分析への応用事例を示す。 
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第 8 章：競合他社調査と生成 AI による俯瞰分析 
【章概要】 
 本章では、競合企業の特許ポートフォリオを分析したり、市場全体を俯瞰する際に、生成
AI が役立つ手法を紹介する。特許調査は単なる権利化プロセスの一部でなく、競合戦略や
ビジネスインテリジェンスにも活用できる。 
(1) 競合分析の重要性 
 特許調査を通じて、競合企業がどの技術領域に力を入れているか、出願傾向はどう変化し
ているかを知ることで、自社の研究開発戦略やビジネス戦略立案に役立てることができる。 
(2) 競合企業名を起点とした生成 AI 活用 
 例えば、特定の競合企業名を生成 AI に入力し、「この企業が近年出願した特許の技術的
焦点は何か？」と尋ねることで、膨大な特許群から技術分野別の傾向や代表的な特許を要約
してもらえる。 
(3) 時系列分析 
 生成 AI を用いれば、特許出願年代ごとの技術進化を概観することも可能だ。 
 「この企業の特許出願傾向を 2000 年代と 2010 年代で比較し、どの技術分野が伸びてい
るか要約して」といった指示により、歴史的視点からの分析が容易になる。 
(4) 技術動向レポート作成 
 市場全体を俯瞰する際、生成 AI は特定分野に関する多数の特許明細書を要約し、トレン
ドとなるキーワードや技術的ブレークスルー、関連業界などを整理できる。これにより、迅
速な動向レポート作成が可能となる。 
(5) ビジネス上の示唆 
 競合分析や俯瞰分析から得られた知見は、製品開発計画、パートナー選び、ライセンス戦
略など、ビジネス上の重要決定に役立つ。生成 AI は特許情報をビジネス知見へと橋渡しす
るツールとなりうる。 
(6) 本章のまとめ 
 競合分析と俯瞰分析は、特許調査を戦略的意思決定にまで発展させる要素である。生成 AI
は、情報の要約・分析・関連付けにおいて大きな力を発揮し、初心者であっても高度な知財
戦略立案に資する情報を抽出できる。 
 次章では、生成 AIツール導入に際する実務的なポイントやリスク管理について考察する。 
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第 9 章：生成 AI ツール導入時のポイントと留意点 
【章概要】 
 本章では、実務環境に生成 AI を組み込む際の注意点や課題、ツール選びのポイント、デ
ータプライバシー、セキュリティ、法的責任の問題、モデル評価などを扱う。 
(1) ツール選びの基準 
 生成 AI ベースの特許調査ツールは市場に多数存在する。導入前には、 
 - カバーするデータベース範囲 
 - 解析速度と検索機能の豊富さ 
 - ユーザーインターフェースの使いやすさ 
 - カスタマイズ性（独自辞書や自社ドメイン知識の組み込み） 
 を考慮すべきだ。 
(2) データプライバシーとセキュリティ 
 特許調査では、まだ公になっていない発明アイデアや企業戦略が関わることもある。生成
AI モデルに自社の秘密情報を入力する場合、データの扱いに注意が必要だ。クラウドベー
スのツールを用いる場合は、データの取り扱い規約やセキュリティ対策を確認することが
求められる。 
(3) 法的責任とモデル出力の検証 
 生成 AI は法的判断を下せないため、その出力を鵜呑みにせず、必ず専門家による確認を
行うことが重要だ。クレーム解釈や侵害判断など、法的リスクのある分野では、モデル出力
はあくまで参考情報にとどめる。 
(4) モデル評価とチューニング 
 特許分野特有の用語や表現にモデルを慣らすため、ファインチューニングやプロンプト
エンジニアリングが必要な場合がある。評価指標を設定し、モデルの精度や再現率を定期的
にチェックすることが望ましい。 
(5) チーム内教育とワークフロー整備 
 生成 AI ツールの活用には、利用者側のスキルや理解も必要だ。チーム内でガイドライン
を共有し、成果物の品質を確保するためのワークフロー（出力検証、レビュー、再検索）が
求められる。 
(6) 本章のまとめ 
 生成 AI ツール導入はメリットが大きい一方で、情報セキュリティ、法的リスク、モデル
評価・改善など留意すべき点も多い。適切なツール選定と運用体制の構築によって、生成 AI
を最大限に活かした特許調査が可能になる。 
 次章では、実際の特許課題に生成 AI を適用するケーススタディを通じて、具体的な手順
を示す。 
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第 10 章：ケーススタディ：実際の特許課題への応用 
【章概要】 
 本章では、実際の特許調査タスクを想定したケーススタディを行い、生成 AI 活用の手順
や効果を具体的に示す。ここでは、仮想の技術テーマを例に用いる。 
(1) ケース設定 
 仮想シナリオ：「自動車用軽量素材を用いた新規車体構造」の発明アイデアを有し、特許
出願前に新規性調査を行うことを想定する。 
 目的：既存特許群から類似技術を特定し、新規性の有無をざっくりと判断したい。 
(2) 従来手法との比較 
 従来は、 
 - 「lightweight material」 「automotive body」 「aluminum alloy structure」などのキー
ワードで検索 
 - 膨大なヒットからタイトル・要約を人力で吟味 
 - 関連度の高い特許を読み込んで類似性評価 
 という流れだった。 
(3) 生成 AI 活用手順 
 1. 発明アイデアの概要を生成 AI に説明（プロンプト）し、「関連する技術分野名・キー
キーワード・IPC コード」を尋ねる。 
 2. 生成 AI が提案したキーワードと IPC を用いて特許データベースで検索。 
 3. 得た検索結果リスト（数百件程度）を生成 AI に要約させ、「上位 50 件中で特に技術的
に近いものは何か？」と質問。 
 4. 生成 AI による結果要約から、特に近しい技術領域を持つ特許 3～5 件を選定。 
 5. 選定特許のクレームを生成 AI に解析させ、発明との相違点を抽出。 
 6. 得られた情報を元に、新規性有無を概観し、さらなる追加検索・分析が必要か判断す
る。 
(4) 成果と考察 
 生成 AIのサポートにより、初心者であっても効率的に関連特許を絞り込むことができた。
また、クレーム解析や概念展開により、従来見落としていた分野の発見も容易になった。 
 法的判断は専門家に委ねるとしても、初期段階での調査時間と労力が大幅に軽減される
ことが確認できる。 
(5) 他の応用例 
 本ケーススタディは新規性調査だが、侵害調査や無効化資料探索でも同様の手順が応用
可能である。たとえば、侵害調査では、特定の製品仕様を入力し、「この仕様に抵触し得る
特許は何か？」と生成 AI に問いかけ、抽出された特許を評価するといった使い方が考えら
れる。 
(6) 本章のまとめ 
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 ケーススタディを通じて、生成 AI が特許調査プロセスで有効な「アシスタント」として
機能することが示された。現実世界では、更なるチューニングや法的専門家との連携が必要
だが、基礎的なレベルでの効率化・精度向上は十分実現可能である。 
 次章では、今後の展望として生成 AI 技術の進化や法規制、ビジネスインパクトについて
考察する。 
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第 11 章：今後の展望と課題 
【章概要】 
 本章では、生成 AI 技術の進化が特許調査にもたらす将来像、法規制やデータ品質、モデ
ルの透明性・解釈可能性、企業戦略上のインパクトなど、今後の展望と課題を考察する。 
(1) さらなるモデル高度化 
 大規模言語モデルは日々進歩しており、より正確な文脈理解、専門知識の統合、リアルタ
イム更新などが可能になる。将来的には、特許調査専用に最適化された LLM が登場するか
もしれない。 
(2) データ品質と標準化 
 特許文献は国や機関ごとにフォーマットや表現が異なるため、モデル学習用のデータ品
質や標準化が課題となる。よりクリーニングされたデータセット、注釈付きコーパスの整備
が、モデル精度向上の鍵となる。 
(3) 法規制や倫理的側面 
 特許調査はビジネスや法的戦略に直結するため、生成 AI を用いた自動化が法的トラブル
を誘発する可能性もある。出力の信頼性をどう担保するか、誤情報やバイアスをどう防ぐか
といった課題は、今後の倫理的・法的規制の焦点となる。 
(4) モデル解釈可能性 
 生成 AI の決定根拠や推論プロセスがブラックボックスになりがちであり、その透明性や
説明可能性が求められる。信頼性を高めるためには、モデルがどの文脈から結論を導いたか
をユーザーが理解できる仕組みの開発が重要となる。 
(5) ビジネスインパクトと競争優位性 
 生成 AI をうまく活用した企業は、特許戦略の精度向上、特許取得までのリードタイム短
縮、潜在的侵害リスクの早期発見など、競合優位性を確保できる。 
 特許調査分野での生成 AI 活用は、知財部門だけでなく、R&D 部門や経営戦略部門とも
連携することで、全社的な価値創出につながる。 
(6) 本章のまとめ 
 生成 AI を特許調査に活用する流れは今後ますます加速するだろう。その中で、ツールや
技術への信頼性確保、法的倫理的課題への対応、モデルの透明性向上などが求められる。 
 次章では締めくくりとして、生成 AI 時代の特許調査のあり方を総合的にまとめる。 
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終章：生成 AI を活用した新時代の特許調査 
 ここまで、本書は生成 AI を活用した特許調査の基礎と実務的応用、そして未来への展望
を解説してきた。 
 特許調査は、従来から多くの時間と専門知識を要する業務であり、初心者が参入するには
高いハードルが存在した。しかし、生成 AI 技術はこの状況を一変させつつある。 
 生成 AI は、特許文献を要約し、クレーム解析を支援し、類似特許探索や概念的発散を促
し、競合俯瞰分析まで行える。それによって、調査者はより短時間で多くの情報を処理し、
高度なインサイトを得ることができる。 
 もちろん、生成 AI は万能ではない。出力された情報の正確性・法的判断は人間のエキス
パートのチェックが不可欠であり、セキュリティやデータ管理、倫理的課題もまだまだ残さ
れている。しかし、その潜在的価値は疑いようがない。 
 初心者であっても、基本的な特許知識と生成 AI ツールの使い方を習得すれば、従来の特
許調査プロセスよりもはるかに効率的かつ精度の高い成果を得られるだろう。 
 この新書を手に取った読者が、これからの特許調査において、生成 AIを賢く使いこなし、
情報の海から貴重な知見を引き出すスキルを身につけることを願ってやまない。 
 生成 AI とともに歩む新しい特許調査の時代は、まだ始まったばかりである。その可能性
は無限大であり、読者はその可能性を最大限に引き出す担い手となることができる。 

 
付録：参考文献・関連ツール一覧 
（参考文献・関連リンクは仮） 

• 特許庁公式サイト (J-PlatPat)：https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 
• USPTO 特許検索：https://patft.uspto.gov/ 
• WIPO PATENTSCOPE：https://patentscope.wipo.int/ 
• EPO Espacenet：https://worldwide.espacenet.com/ 
• Derwent Innovation：https://clarivate.com/derwent/ 
• Orbit Intelligence：https://www.questel.com/orbit-intelligence/ 
• STN：https://www.stn-international.de/ 
• BERT, GPT 関連論文：「Attention Is All You Need」(Vaswani et al. 2017) 
• 生成 AI 応用例やツールベンダー情報は各社 Web サイト参照。 

 
【あとがき】 
 本書は、生成 AI という新しいパラダイムが特許調査の世界にもたらすインパクトを、初
心者向けに整理したものである。技術の進化は日進月歩であり、本書で紹介した手法やツー
ルは、近い将来にはさらに洗練され、多くの実務者に利用されるだろう。 
 本書が、読者の特許調査スキル向上と新たな視点獲得に役立つことを心より祈る。 
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